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Chapter 01

敷地の概要：新今宮の位置

• ミナミの少し南側

• 新世界の近く

• あいりん地区の近く

天王寺公園

今宮戎神社

新世界

あいりん
地区

敷地



１ 都市観光に理想的な「⽴地」
→交通機関や観光スポットへの利便性

２ 他都市にない「ディープな魅⼒」
→コテコテの⼤阪⽂化は貴重な観光資源

３ 改善しつつある「治安」
→バックパッカーの増加は追い⾵

Chapter 01

事業の概要：なぜ新今宮に星野リゾートが進出したのか？



• 敷地⾯積 ：13,907.34㎡

• 建築⾯積 ：7452.53㎡

• 延床⾯積 ：37,256.18㎡

• 階数 ：地上14階 地下なし

• 建蔽率 ：53.59%（許容80%）

• 容積率 ：240.90%（許容400%）
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規模 ⼨法

• 最⾼⾼さ ：65.76m

• 軒⾼ ：58.52m

• 階⾼(基準階) ：3,600mm

• 天井⾼(基準階) ：2,770mm

• 主なスパン ：10,000 × 7,800mm
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敷地条件

• 地域地区 ：商業地域

：準防⽕地域

：駐⾞場整備地区他

• 道路幅員 ：北 11.00m

：南 15.00m

• 駐⾞台数 ：84台
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• 主体構造 ：RC造、⼀部S造（中間層免震）

• 基礎地業 ：場所打ちコンクリート杭
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構造

• 受電⽅式 ：架空引込⽅式/1回線/6.6kV

• 設備容量 ：5381.8kW

• 契約電⼒ ：

• 予備電源 ：ガスタービン/6600V/750kVA
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電気

• 空調⽅式 ：外気処理空調機＋空冷PAC

• 熱源 ：空冷HPモジュールチラー

• 給⽔ ：加圧給⽔⽅式

• 給湯 ：潜熱回収型＋HPハイブリッド給湯
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• 熱源 ：空冷HPモジュールチラー

• 給⽔ ：加圧給⽔⽅式

• 給湯 ：潜熱回収型＋HPハイブリッド給湯

空調・給排⽔衛⽣

計画概要
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計画地

上町断層帯

計画概要
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基本情報
客室数 ：436室
フロアあたり客室数 ：38室/フロア
ルームタイプ ：8タイプ（バリフリ1室）

基準階仕様
基準階⾯積 ：2,163㎡
基準階有効率 ：69.1％
平⾯形式 ：ツインコリダー型
廊下排煙 ：⾃然排煙（エコボイド利⽤）
付室排煙 ：機械排煙
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客室仕様
階⾼ ：3,600mm
天井⾼ ：2,770mm
間⼝ ：5,000、10,000mm
遮⾳性能 ：学会基準2級以上
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主要施設
〇 レストラン
〇 カフェ / ラウンジ
× スパ / マッサージ
× キッズルーム
× プール
× 温泉
× 会議室

主要施設
〇 レストラン
〇 カフェ / ラウンジ
× スパ / マッサージ
× キッズルーム
× プール
× 温泉
× 会議室

ホテルスペック
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なぜ駅前にオープンスペースをつくるのか？

1. 上位計画への配慮
- ⼤阪府「緑の⾵促進区域」
- 既存の緑地とのつながりを拡げる

2. 配棟計画

- 駅側への圧迫感の軽減
- ビュースポットへの視点場

3. 星野代表の想い

-エリアに貢献するベネフィット
-スタッフの発想を表現する舞台

Chapter 02
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なぜ駅前にオープンスペースをつくるのか？

離隔



全ての⼈に
ベネフィットを！

1. 上位計画への配慮
- ⼤阪府「緑の⾵ 促進区域」
- 既存の緑地とのつながりを拡げる

2. 配棟計画

- 駅側への圧迫感の軽減
- ビュースポットへの視点場

3. 星野代表の想い

-エリアに貢献するベネフィット
-スタッフの発想を表現する舞台

なぜ駅前にオープンスペースをつくるのか？
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平⾯構成
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サーヴェイで得られた３つの視点

船、帆 アクティブ 景観配慮

Chapter 02

外装膜コンセプト

古代は海だった 交通の要衝
⼩さな街並み

⼤きなボリューム



星野リゾートからの３つのリクエスト

おもしろい
おもてなし

ダブルレイヤー うごき

Chapter 02

外装膜コンセプト

ブランドコンセプト
を表現したい！

環境技術を
可視化させたい！

ワクワクする
建築にしたい！



膜材で客室をつつみこむ
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外装膜コンセプト



Chapter 02

外装膜パターン



フッ素樹脂酸化チタン光触媒膜
Chapter 02

外装膜材料特性

• ⾃浄作⽤（ノーメンテ）
• 光の透過性（ふんわり感）
• 伸縮性（アルミ熱伸び追従）

材料特性



完成写真
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Chapter 03

外装膜演出照明



Chapter 03

外装膜演出照明



環境シミュレーション
Chapter 03



01_緑地（みやぐりん）による冷却効果の検証
Chapter 03

パーゴラ外形線

39.5

35.5

38.5℃

34.5℃

34.9℃ 

39.4℃

再現⽇時：8⽉の14：00
外気温 ：31.6℃
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基準温度

基準温度
−4.5℃

基準温度
−4.9℃

基準温度
−0.9℃

01_緑地（みやぐりん）による冷却効果の検証



Chapter 03

02_膜外装による⽇射負荷低減効果の検証

解析モデル作成範囲（基準階部分）

膜外装なしver.

膜外装ありver.

解析モデル全景
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解析⽇：8⽉15⽇

02_膜外装による⽇射負荷低減効果の検証
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解析⽇：9⽉15⽇

02_膜外装による⽇射負荷低減効果の検証



03_膜外装によるヒートアイランド緩和の検証
Chapter 03

解析結果：8⽉／12：00／外気温 30.8℃

膜の有無による表⾯温度解析



03_膜外装によるヒートアイランド緩和の検証
Chapter 03

周辺を含めた簡易的な表⾯温度解析



03_膜外装によるヒートアイランド緩和の検証
Chapter 03

撮影⽇：2022年9⽉15⽇
天候−晴れ 最⾼気温−33.6℃

16：30頃 17：10 19：10



カーボンニュートラルへの取組
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カーボンニュートラルへの取組
Chapter 03
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0.83BPIm年間熱負荷係数

0.59BEIm⼀次エネルギー消費量
0.58BEIm/AC空気調和設備
0.55BEIm/V機械換気設備
0.52BEIm/L照明設備
0.69BEIm/HW給湯設備
1.00BEIm/AC昇降機

カーボンニュートラルへの取組



Thank You !!Thank You !!


